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本書は唐戸信嘉によるダニエル・デフォー『ロビンソン・クルーソー』の新
訳である。帯には「英国初の小説」とあるが、実際には訳者が解説で述べてい
るように、イギリス文学史において最初の小説の一つと位置づけられる作品で
ある。文学史的に重要なだけでなく、後世の様々な作品に影響を与えた人気作
であり、その人気は出版からおよそ 300 年が過ぎた今でも衰えていない。一般
に『ロビンソン・クルーソー』として知られているのはロビンソンが登場する
三部作のうちの第一部だが、本書も作品としての完成度の高い第一部を翻訳し
たものである。
ロビンソン・クルーソーと言えば、無人島でのサバイバルが思い起こされる
が、そこに行き着くまでに、若きロビンソンは様々な航海や冒険を経験してい
る。両親の反対を押し切り飛び乗った船が沈没し、命からがら救出された後も
旅を続け、海賊に捕らえられ二年もの間奴隷生活を送るなど、波乱万丈の人生
はすでに幕を開けている。これらは単なる無人島へ流れ着くまでの前置きでは
なく、途中出会った親切な船長から航海術や商売について学び、ブラジルで農
園を経営し成功するなど、無人島でのサバイバル生活やその後の人生に大きな
関わりを持つ経験となっている。
無人島でロビンソンの召使いとなったフライデーとともに「野蛮人」や海賊
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と戦う物語後半も有名だが、なんといっても本書の魅力は、サバイバル生活の
詳細な描写にあるだろう。住居づくりから狩りや採集、大麦や米の栽培に、食
物の保存、カゴや土器などの道具や衣服の制作など、無人島で一人生き抜く方
法のリアリティあふれる記述は、訳者が言うように「フィクションということ
を忘れてしまうほどに、実に具体的に、生き生きと描かれている」（570）。こ
のような描写は、映画やゲームなどで多くの「サバイバルもの」作品に親しん
でいる現代の読者をも惹き付けるだろう。
同時に、この作品の魅力は、ロビンソン・クルーソーという一人の人間の描
き方にある。本作では回想の形でロビンソンが過去の冒険を後悔とともに語り、
そこから得た人生訓を読者に述べるが、この物語を読んでロビンソンの言うよ
うに、無謀な冒険などせず家にとどまっていた方がよかったと考える人はどれ
だけいるだろうか。それよりも、「しかし、運命は抗し難い力で私の背中をぐ
いぐいと押した。理性は何度もやめろといい、冷静な判断は家に帰るべきだと
告げていたが、私はどうしてもその声に従うことが出来なかった」（36）とい
う告白の方に共感する人も多いのではないだろうか。ロビンソンは若い頃から
何度も無謀な挑戦をしては、苦しみ、後悔する。特に無人島生活で信仰に目覚
めた後は、過去の自分の愚かな行動を恥じ入り、悔い改めようとする。しかし、
悔い改めたはずの彼は、またも好奇心に駆られて同じような失敗を重ね、また
しても自分を恥じ入り、二度と同じような失敗はしないと誓う。そして、もち
ろん誓いはすぐに破られる。ロビンソンという存在は、まるで嵐に翻弄される
小舟のように揺さぶられ続ける。しかし、人間とはそもそもこのような生き物
なのではないだろうか。自分を恥じながらも、再び失敗を重ね、それでも不屈
の精神で生き抜こうと努力する─我々が彼に共感を抱くとしたら、そんなロ
ビンソンの弱さや正直さゆえではないだろうか。ロビンソンは過酷なサバイバ
ル生活やその後の生死を賭けた戦いを生き抜くが、決して英雄として描かれる
ことはない。その生命力に感嘆することはあっても、読者が親しみを覚えるの
はむしろその非英雄的な弱さの方にあるだろう。
ロビンソンの真の苦しみとは、「私という存在はその人生のどこを切り取っ
ても、あの人類共通の普遍的な病─人間の不幸の大半がそこに起因する病、
つまりは神や自然が定めた場所にじっとしていられないという病」（366）に侵
されていることである。しかも、それは若さゆえの一過性のものではなく、「私
の性向は少しも変わらなかった」（367）とロビンソンが告白するように、生涯
彼につきまとうものであった。我が物としたはずの無人島を彼が後にしてしま
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う動機も、故郷に帰りたいというよりは「またもや現状に満足することがで
きなくなり、何とかしてこの島から脱出する手立てはないかと考えつづけた」
（367）からである。さらに、無人島を脱出し、財産を手にした後も、「紆余曲
折を経てこのような幸福を手にした今、私がこれ以上どんな危険も冒すはずは
ない、誰でもそう考えるだろう」としながらも、「しかし放浪こそが私の慣れ
親しんだ生活であった」（555）と告白するように、家庭を持った後も放浪と冒
険の日々を送ったことが語られる。一つの場所にとどまることができず、移動
やそれに伴う変化を渇望するロビンソン。このことについて訳者は解説で「彼
が求めているのは、彼の孤独を癒してくれるような、古い共同体が担っていた
ような居心地のよい社会、つまりは故郷のような場所ではないか」（569）とし
て、「共同体という故郷の喪失、孤独な人間の誕生、孤独を癒してくれる故郷
の探求は、連鎖的に発生した近代の病」（570）であると分析する。300 年を経
た今なお、この作品が求められるのは、ロビンソン・クルーソーという人物が
近代以降の読者の分身であり続けているからだろう。
また、500 頁を越える本書が長さを感じさせない理由は、作品そのものの面
白さを別格とすれば、その豊富な挿絵の数々にあるだろう。挿絵は 1864 年に
ロンドンのラウトリッジ社から出版された『ロビンソン・クルーソー』に収め
られた J・D・ワトソン画、ダルジール兄弟彫版のものが使用されている。訳
者があとがきで「無人島で孤独に暮らし、神と語り合う内省的なロビンソン像
が前景化され、私が本書の魅力と感じる部分がよく表現されていると思った」
（586）と採用した理由を述べるように、繊細で美しい挿絵は、生き生きとした
ロビンソン像を提示し、読者の想像力を刺激してくれる。
現代の読者が「野蛮人」や「食人行為」についての本書の記述を、違和感な
く読むことは難しい。解説にもあるように、「近年は、文学研究の分野を中心
に、この作品の帝国主義的、植民地主義的な側面が槍玉にあげられることが多
くなっている」（576）。しかし、訳者が述べるように、「『ロビンソン・クルーソー』
とこうした一連のイデオロギーを直結させてしまうと、解釈の枠を狭め、この
物語が多くの文化圏で読み継がれている理由を取り逃がすことになる」（576）
という危険も孕んでいる。本書が多様な解釈を生み出し、議論の的となるのは、
それに耐えうる豊かさを作品が内包しているからだろう。まずは『ロビンソン・
クルーソー』という作品そのものを堪能する、そのためにこの翻訳は最適であ
ると言えるだろう。
どんなに優れた名著でも、文学史的に価値があるものでも、新たな読者を獲
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得せず、読まれなくなってしまえば、過去の遺物として忘れ去られてしまう。『ロ
ビンソン・クルーソー』は 300 年読み継がれ、日本でも親しまれてきたが、今
後も読まれ続けるという保証はどこにもない。だからこそ、本書のような新訳
はそれだけでも価値があると言えるが、原書の持つ雰囲気を重視した翻訳、こ
れまでのロビンソンのイメージを覆すような繊細で美しい挿絵の数々、緻密で
刺激的な解説も含めて、本書は『ロビンソン・クルーソー』を再読する読者に
も、初めて読む読者にも、新鮮な魅力を提供してくれるだろう。訳者はあとが
きで「原典の文体が持つスピード感と歯切れよいリズム、そしてときおり見ら
れる十八世紀の文章らしい堅さを再現すること─平明な日本語を目指しつつ
も、あまり平明になり過ぎないこと─に力点を置いた」（585）と述べている
が、それが訳者の思惑通りに達成されていることは、本書を読んだ読者一人一
人が請け負うことだろう。
